
＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、
　予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。

京都第一赤十字病院
2006.04.01版

説明医師

看護師

経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術(((((腎障害合併腎障害合併腎障害合併腎障害合併腎障害合併)))))を受けられるを受けられるを受けられるを受けられるを受けられる

　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ

月月月月月
日日日日日 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　

経経経経経
過過過過過 日前療治 ）前療治（日当 ）後療治（日当 日院退

目目目目目
標標標標標

るきでが備準のめたの療治
る来出がとこるけ受を療治くな安不

いなが痛胸
いながれ腫、赤発、血出の部刺穿

83 いなが熱発の上以℃
るれ守が静安

るかわが点意留の上活生

検検検検検
査査査査査

を査検図電心
すまい行

を査検図電心
すまい行

食食食食食
事事事事事

んせまりあ限制 りよに間時始開の療治
すまりなに食延□　 ( 昼・朝 )

　
んせまりあは限制の分水　

すで能可食飲りよ後療治 すまきで院退、後食朝

明説が師護看
すまし

明説が師護看
すまし

処処処処処
置置置置置
・・・・・
観観観観観
察察察察察

を圧血、拍脈、温体
すまり測

が合場う行をり剃毛
すまりあ

圧血、拍脈、温体に前療治、朝早
すまり測を

後午・前午
らか時　　 すまりま始が療治

にドンバムーネ
てい書を名氏
すまけつに首足

を圧血、拍脈、温体
1～2 にとご間時

すまり測

をータニモ図電心
すまし着装

しをドンバ血止めたるす防予を血出
すま

2～3 を認確の位部刺穿に後間時
すまし

を帯包、し外をドンバ血止
すまき巻

を圧血、拍脈、温体
（すまり測 1回/ ）日

をータニモ図電心
すましずは

を認確の位部刺穿に朝
すまし

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

に師護看し参持を薬用常※
いさだくし渡お　

用服を剤眠に前寝就
すまし

腎に後食夕と後食昼
すまし用服を剤護保

が滴点りよ頃時６後午
でま後療治りなと始開

すまき続

の日前療治、は薬おの段普
すまし用服てっ従に示指
すまし用服を剤護保腎、朝

に前く行に療治
すまし服内を剤定安

に室病ままたいつが滴点
すまり戻

を剤護保腎、後室帰
すまし用服

は滴点 21 すまき続間時

は管も後了終滴点
すまし残にずか抜

すまき抜を管の滴点

の後院退りよに態容
すま出が薬お

行行行行行
動動動動動

んせまりあ限制

すましを髪洗、浴入にでま滴点

せま済をレイトに前療治
、計時、歯れ入、りとを粧化

を鏡眼、ーリサセクア
すまし外

すまえ替着に衣寝
）すで構結でマャジパのきあ前（
すまき行に室療治で子椅車

だるきで、ずせりたいつりたげ曲は首手
いさだくでいなさか動け

でまるあが明説、後療治
がすで静安のでドッベ
すまけ歩でまレイト

すまりなくな限制りよに示指の師医

んせまりあ限制

すまきで浴入、後院退

説説説説説
明明明明明

明説りよ師医
　 後院入 や査検の

ていつに画計療治　

明説りよ師護看
ていつに活生院入　
や置処の後前療治　

ていつに静安　

明説りよ士養栄
　談相養栄の事食　

明説りよ師剤薬
ていつに薬　

にとこるす活生らがなしを滴点※
すまりな　

護看当担ばれあがとこな合都不　
いさだくてし絡連に師　

明説りよ師医
療治の後今と果結療治　

ていつに画計　
）日翌はたま日当療治（

明説りよ師護看
ていつに静安の後療治　
ていつに養療の後院退　

(((((３日間入院）３日間入院）３日間入院）３日間入院）３日間入院）



京都第一赤十字病院 クリニカル・パス2006.04.01版

ルカニリク ルカニリク ルカニリク ルカニリク ルカニリク ・・・・・ スパスパスパスパスパ

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看ID

感染症：(有・無)（　　　　　　)　HB　（＋、－、未)　HC　（＋、－、未)　RPR（＋、－、未)
糖尿病：(有・無)（内服orｲﾝｽﾘﾝ）　血清Ｃｒ（　　　）mg/dl

経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術
腎障害合併腎障害合併腎障害合併腎障害合併腎障害合併
(Cr>1.5mg/dl)(Cr>1.5mg/dl)(Cr>1.5mg/dl)(Cr>1.5mg/dl)(Cr>1.5mg/dl)

(((((ＰＴＣＡ）ＰＴＣＡ）ＰＴＣＡ）ＰＴＣＡ）ＰＴＣＡ）

月
日 日　　月　　 日　　月 日　　月　　

経
過

日前療治
間時院入 ）　　　：　　　（

）前療治（日当 ）中療治（日当 ）後療治（日当 日院退
間時院退 ）　　　：　　　（

標目
がとこるけうを療治で態状たし定安に共身心○

るきで )/(
　　（るきでが防予症発の症腎性因起剤影造○ / ）　　

いなが血出○ ( む含マ－トマヘ )( )/
いなが候兆染感○ )/(

いなが状症塞閉冠性急○ )/(

いなが状症栓塞栓血○ )/(
○ ｰﾆﾄﾞｺﾜ いなが状症 )/(

が点意注の後院退○
るれらべ述 )/(

食
事

食示指 ）昼・朝（食延□ 可りよ後直水飲、事食 院退、後食朝

時室帰
( 　：　 ) ( 　：　 ) ( 　：　 )

検
査
・
処
置
・
観
察

温体 　間時施実 ma （9 ）時絡連・時
　　　　　 mp （1 ）時絡連・時

）　　　　　　　　　　（位部刺穿

剤薬用使
　　　　（　ンリパヘ□ lm ）
　　　　（　　剤影造□ lm ）

）クーパニムオ、ンロミパオイ（　

知触脈動
□ 　骨橈 R ）　　（ L ）　（

　　 ﾝｲｻﾙﾀｲﾞﾊ 項事記特び及果結、

拍脈

圧血

状症部胸

便

毛除

）左・右（首手□

クッェチ薬用常□

項事認確
□計時□　輪指□　歯義□

□　鏡眼 ﾞﾄﾝﾞﾊﾑｰﾈ

間時尿排
）分　　時　　（

知触脈動
□ 骨橈 R ）　　（

　　　 L ）　（

点題問の上護看
無・有：害障力視　
無・有：害障動運　

位部　 ( 　　　　　　　 )
無・有：害障力聴　
易・難：度解理　

他のそ　 ( 　　　　　　 )

ｰﾀﾆﾓGCE

、時室帰□ 21GCE 導誘
創検□

腫血
）無・有（

血出
）無・有（

知触脈動
　( 骨橈 ）

□ 21GCE 導誘
創検□

注
射
・
内
服

□ 81 保確管血時
Ｔタリソ□ 1　 lm005

　( 　　　 /lm) 続持でｈ
前眠

ンバモア□ 1Ｔ

薬期定
□　続継□ 薬休 ( 昼・朝 )

）　　　　（他□
前室出
スパデ□ 1Ｔ

液輸後療治
Ｔタリソ□ 1　 lm005

　( 　　　 /lm) でｈ 21 続継間時
後了終□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

続継□ ( 箋方処要 )

去抜針置留□

行
動

浴入□

( 　　　　　 ) 室号

度静安
）間時　　（静安上床□

由自後以　

しな限制

説
明
・
反
応

明説りよ師医
間時定予談面 ( 　　　　　　 )
書意同術手□
明説りよ師護看
ていつに活生院入□

□ ACTP 前 ﾝｮｼｰﾃﾝｴﾘｵ
明説りよ師剤薬
導指理管剤薬□

明説りよ師医
果結療治□

画計療治の後今□
明説りよ師護看

ていつに静安の後療治□

明説りよ師護看
ていつに養療の後院退□

ドーカＤＩ□
書供提報情療診□

有（　　　　 ･ ）無
日診受来外回次□

日　月　　

追
加
・
備
考

包４　服内液ンリィフコム□
）後夕・昼（２分　　　　　

箋方処要※ ( 服内液ンリィフコム
）載記と分日２　二分包４　

包２服内液ンリィフコム□
）朝（　　　　　　　　　

包２　服内液ンリィフコム□
）後査検（　　　　　　　　　

薬院退□
）箋方処要（

1 ）内棟・内院（度静安）
）可不・可（理管己自服内　　

2 回　　　圧血） /日
）要不・要（ータニモ図電心時院入　　

3 合場の痛胸）
後前　下舌錠１ンペロトニ　　 21 図電心導誘

３ンペロトニ　　 で隔間分５でま錠 下舌
ルーコータクドらな効無　　

tP ：応反の

)4 時昇上圧血
期縮収　 081 ㎜ gH 上以
期張拡　 011 ㎜ gH 上以

　 RCﾄｰﾗﾞﾀｱ 服内錠１
)5 熱発・痛疼 5.83 上以度

錠１　　ンニソキロ　
)6 　時秘便 ﾞﾄﾆｾﾙﾟﾌ 錠２
)7 　時眠不 ﾝﾞﾊﾓｱ 錠１　

期初□ ﾄｯｲﾞﾃｰｵ 　　　 要必箋置処は時用使ータニモ図電心※ 要必箋置処は時用使ータニモ図電心※ 要必箋置処は時用使ータニモ図電心※ 要必箋置処は時用使ータニモ図電心※ 要必箋置処は時用使ータニモ図電心※
策対瘡褥

策対落転・倒転

具寝準基□
アリバ
スン

視巡

名署 ＳＮ科線射放

05-I20-305-I20-305-I20-305-I20-305-I20-3

　　　　　(3(3(3(3(3 日間日間日間日間日間)))))

栄養士より説明
病名：虚血性心疾患･糖尿病

栄養指導（ベッド訪問）
　　：　　～　　：
医師の指示事項
　心臓病食食塩7g､P/S1～ 2
　糖尿病食　　　kcal　
　
指導内容
□心臓病食食塩7gの

　食事療法、食品構成
□献立例
管理栄養士

経過は共４に記載



＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、
　予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。

京都第一赤十字病院
2006.04.01版

説明医師

看護師

経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術(((((腎障害合併腎障害合併腎障害合併腎障害合併腎障害合併)))))を受けられるを受けられるを受けられるを受けられるを受けられる

　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ (4(4(4(4(4 日間入院）日間入院）日間入院）日間入院）日間入院）

月月月月月
日日日日日 日　　月　　 日　　月　　 日　　月 日　　月　　

経経経経経
過過過過過 日前療治 ）前療治（日当 ）後療治（日当 目日１後療治 日院退

目目目目目
標標標標標

るきでが備準のめたの療治
るれらけ受が療治くな安不

いなが痛胸
いながれ腫、赤発、血出に位部刺穿

83 いなが熱発の上以度
るれ守が静安

るきで解理を点意留の上活生

検検検検検
査査査査査

と査検液血
を査検図電心

すまい行

を査検図電心
すまい行

すまい行を査検液血

食食食食食
事事事事事

んせまりあ限制 りよに間時始開の療治
すまりなに食延□　 ( 昼・朝 )

　
んせまりあは限制の分水　

すで能可食飲りよ後療治 んせまりあ限制 すまきで院退、後食朝

明説が師護看
すまし

明説が師護看
すまし

処処処処処
置置置置置
・・・・・
観観観観観
察察察察察

を圧血、拍脈、温体
すまり測

すまい行をり剃毛

圧血、拍脈、温体に前療治、朝早
すまり測を

すまれ入を管の尿

後午・前午
らか時　　 すまりま始が療治

にドンバムーネ
てい書を名氏
すまけつに首足

を圧血、拍脈、温体
にとご間時２～１

すまり測

をータニモ図電心
すまし着装

すまき抜を管の根け付の足

を帯血止のめたるす防予を血出
すまし

を圧血、拍脈、温体
すまり測

をータニモ図電心
すまし着装

を認確の位部刺穿に朝
すまし

すまし外を帯血止

すまき抜を管の尿

を圧血、拍脈、温体
（すまり測 1回/ ）日

をータニモ図電心
すまし外

を認確の位部刺穿に朝
すまし

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

に師護看し参持を薬用常※
いさだくし渡お　

腎に後食夕と後食昼
すまし用服を剤護保

滴点りよ頃時６後午
後療治りなと始開が

すまき続でま

用服を剤眠に前寝就
すまし

の日前療治、は薬おの段普
すまし用服てっ従に示指

すまし用服を剤護保腎、朝

に前く行に療治
すまし服内を剤定安

ままたいつが滴点
すまき行に室療治中集
すまき続間時２１は滴点

も後了終滴点
にずか抜は管

すまし残

すまし用服を剤護保腎に後室入

すまき抜を管の滴点

の後院退りよに態容
すま出が薬お

行行行行行
動動動動動

んせまりあ限制

すましを髪洗、浴入にでま滴点

りとを粧化せま済をレイトに前療治
、ーリサセクア、計時、歯れ入

すまし外を鏡眼

すまえ替着に着査検

で子椅車
すまき行に室療治

すまり入に室療治中集、後療治

でいなげ曲は足の側たし療治
いさだく

静安対絶でま朝翌
すまりなに

の師医、後たい抜を管の根け付の足
るえ変をき向の体ともの助介で示指

すまきでがとこ

をえ替着、き拭を体が師護看
すましい伝手お

らか室療治中集
すまり戻に室病

、後認確の位部刺穿
すまけ歩でまレイト

、後認確の位部刺穿
んせまりあ限制

すまきで浴入、後院退

説説説説説
明明明明明

明説りよ師医
　 後院入 や査検の

ていつに画計療治　

明説りよ師護看
や置処の後前療治　

ていつに静安　

明説りよ士養栄
　談相養栄の事食　

明説りよ師剤薬
ていつに薬　

なに事るす活生らがなしを滴点※
すまり　

師護看当担ばれあが事な合都不　
いさ下てし絡連に　

明説りよ師医
療治の後今と果結療治　

ていつに画計　
）日翌はたま日当療治（

明説りよ師護看
ていつに静安の後療治　

明説りよ師護看
ていつに養療の後院退　



京都第一赤十字病院 クリニカル・パス2006.04.01版

ルカニリク ルカニリク ルカニリク ルカニリク ルカニリク ・・・・・ スパスパスパスパスパ

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看ID

感染症：(有・無)（　　　　　　)　HB　（＋、－、未)　HC　（＋、－、未)　RPR（＋、－、未)
糖尿病：(有・無)（内服orｲﾝｽﾘﾝ）　血清Ｃｒ（　　　）mg/dl

経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術経皮的冠動脈形成術
腎障害合併腎障害合併腎障害合併腎障害合併腎障害合併
(Cr>1.5mg/dl)(Cr>1.5mg/dl)(Cr>1.5mg/dl)(Cr>1.5mg/dl)(Cr>1.5mg/dl)

(((((ＰＴＣＡ）ＰＴＣＡ）ＰＴＣＡ）ＰＴＣＡ）ＰＴＣＡ）

05-I20-405-I20-405-I20-405-I20-405-I20-4

（（（（（44444 日間）日間）日間）日間）日間）

月
日 日　　月　　 日　　月 日　　月　 日　　月　　

経
過

日前療治
間時院入 ）　　　：　　　（

）前療治（日当 ）中療治（日当 ）後療治（日当 目日１後療治 日院退
間時院退 ）　　　：　　　（

標目
がとこるけうを療治で態状たし定安に共身心○

るきで )/(
るきでが防予症発の症腎性因起剤影造○ (　 / 　)

）む含マ－トマヘ（いなが血出○ )/(
いなが候兆染感○ )/(

いなが状症塞閉冠性急○ )/(

いなが状症栓塞栓血○ )/(
いなが状症ーニトゴワ○ )/(

るれらべ述が点意注の後院退○
　 )/(

いなが化悪の能機腎○
　 )/(

食
事

食示指 ）昼・朝（食延□ 可りよ後直水飲、事食 院退、後食朝

時室帰

検
査
・
処
置
・
観
察

温体 　間時施実 ma （9 ）時絡連・時
　　　　　 mp （1 ）時絡連・時

）　　　　　　　　　　（位部刺穿

剤薬用使
　　　　（　ンリパヘ□ lm ）
　　　　（　　剤影造□ lm ）

　( クーパニムオ・ンロミパオイ )

知触脈動
背足□ R/ ）　　（ L ）　（

□ 骨橈 R/ ）　　（ L ）　（

　 ﾝｲｻﾙﾀｲﾞﾊ 項事記特び及果結、

観
察
経
過
表
(Ⅰ)
に
記
載

拍脈

圧血

状症部胸

便

毛除
部径鼠両□

首手□ ( 左・右 )
クッェチ薬用常□

項事認確
輪指□　　歯義□
鏡眼□　　計時□

□ ﾞﾄﾝﾞﾊﾑｰﾈ

入挿前術
時チーロプア脈動腿大

□ ﾙﾃｰﾃｶﾝﾙﾞﾊ 置留
( 　　　　 rF)

知触脈動
背足□ R ）　　（ L ）　（
骨橈□ R ）　　（ L ）　（

点題問の上護看
無・有：害障力視　
無・有：害障動運　

位部　 ( 　　　　　　　 )
無・有：害障力聴　
易・難：度解理　

他のそ　 ( 　　　　　　 )

ｰﾀﾆﾓGCE

、時室帰□ 21GCE 導誘
ＧＢＡ□

去抜スーシ□ ):(

腫血
）無・有（

血出
）無・有（

知触脈動
( ）背足
（ 骨橈 ）

□ 21GCE 導誘
創検□

□ ﾙﾃｰﾃｶﾝｰﾙﾞﾊ 去抜

創検□ ( 師護看 )
本基能機腎□ ( ３０１ )
血採急至　

注
射
・
内
服

保確管血時８１□
Ｔタリソ□ 1　 h/lm005

( 　　　 /lm) ｈ
前眠

ンバモア□ 1Ｔ

薬期定
□　続継□ 薬休 ( 昼・朝 )

）　　　　（他□
前室出
スパデ□ 1Ｔ

液輸後療治
Ｔタリソ□ 1　 lm005

　( 　　　 /lm) でｈ 21 続継間時
後了終□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ
続継□ ( 箋方処要 )

去抜針置留□

行
動

浴入□

( 　　　　　 ) 室号

度静安
静安上床□ ( 間時　　　 ) 由自後以

側動他、展伸足右でま去抜スーシ□
能可位臥

用使帯血止後去抜スーシ□
間時１　㎏１うの砂

( 静安対絶でま）　：　
臥側動他、展伸足右でま創検の朝翌

能可位

度静安
由自上床、後創検□
可行歩レイトりよ後午　

拭清□

しな限制

説
明
・
反
応

りよ師医
間時定予談面 ( 　　　　　　 )
書意同術手□
りよ師護看

ていつに活生院入□
□ ACTP 前 ﾝｮｼｰﾃﾝｴﾘｵ

りよ師剤薬
導指理管剤薬□

りよ師医
明説果結療治□
画計療治の後今□

りよ師護看
ていつに静安の後療治□

りよ師護看
ていつに養療の後院退□

ドーカＤＩ□
書供提報情療診□

　　　　　 ( 無・有 )
日診受来外回次□

日　月　　

包４　服内液ンリィフコム□
２分　　　　 ( 後夕・昼 )

箋方処要※
( 包４　服内液ンリィフコム

載記と分日２二分 )

包２服内液ンリィフコム□
　

）朝（　　　　　　　　　
　

包２　服内液ンリィフコム□
）後査検（　　　　　　　　　

追
加
・
備
考

　　　　 1 ）内棟・内院（度静安）
）可不・可（理管己自服内　　　　　　

　　　　 2 回　　　圧血） /日
）要不・要（ータニモ図電心時院入　　　　　　

　　　　 3 合場の痛胸）
後前　下舌錠１ンペロトニ　　　　　　 21 図電心導誘

３ンペロトニ　　　　　　 で隔間分５でま錠 下舌
ルーコータクドらな効無　　　　　　　

　　　　 tP ：応反の

)4 時昇上圧血
期縮収　 081 ㎜ gH 上以
期張拡　 011 ㎜ gH 上以

　 RCﾄｰﾗﾞﾀｱ 服内錠１
)5 熱発・痛疼 5.83 上以度

錠１　　ンニソキロ　
)6 　時秘便 ﾞﾄﾆｾﾙﾟﾌ 錠２
)7 　時眠不 ﾝﾞﾊﾓｱ 錠１　

)8 　時痛腰 ﾝﾀﾟﾍﾚ Ａ１　
　　　　　 Pｽｸｯﾗﾀｱ Ａ１

　食生　　　　　 lm001
lm52 下滴でまるあが果効つず

　( れぞれそ 01 てけか上以分 )

薬院退□
）箋方処要（

期初□　　　　 ﾄｯｲﾞﾃｰｵ 　 要必箋置処時用使ータニモ図電心※ 要必箋置処時用使ータニモ図電心※ 要必箋置処時用使ータニモ図電心※ 要必箋置処時用使ータニモ図電心※ 要必箋置処時用使ータニモ図電心※
策対瘡褥

策対落転・倒転

具寝準基□
アリバ
スン

視巡

名署 ＳＮ科線射放

栄養士より説明
病名：虚血性心疾患･糖尿病

栄養指導（ベッド訪問）
　　：　　～　　：
医師の指示事項
　心臓病食食塩7g､P/S1～ 2
　糖尿病食　　　kcal　
　
指導内容
□心臓病食食塩7gの

　食事療法、食品構成
□献立例
管理栄養士

｛




